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南方熊楠 （1867-1941）
　和歌山市生まれ。大学予備門（現
東京大学）を退学した後、アメリカ遊
学・放浪を経て渡英。大英博物館を拠
点に、科学雑誌｢ネイチャー｣などへ民俗
学など多様な分野の論文を投稿、世界から注目された。
34歳で帰国、36歳からは紀州・田辺に永住し、粘菌研究
の傍ら、柳田國男らと交流した。明治政府の神社合祀令
に反対し、「エコロジー」という言葉をわが国で初めて
使った自然保護の先駆者としても知られている。

嶋 清一 （1920-1945）
　「嶋のようになろう」。戦前、全国から目標とされた豪腕投
手。和歌山市の海草中学（現向陽高校）の投手として、昭和
14年、全国中等学校野球大会で、驚異の全５試合完封、準
決勝・決勝ではノーヒットノーランを達成。明治大学に進学し
たが、学徒出陣により24歳でベトナム沖で戦死。明大野球
部OB会は「戦争は若者の夢を奪い、命も奪う。平和の尊さ
を後世に語り継ぐために」と、嶋の殿堂入りを推進。そして亡
くなってから63年後の今年1月、「甲子園の伝説」がついに
野球殿堂入りを果たした。

伝説の左腕、野球殿堂入り 天衣無縫・在野の巨人

中瀬 ゆかり
『新潮45』編集長

1964年●和歌山県田辺市生まれ
1987年●新潮社入社、書籍編集部に配属
1998年●『新潮45』編集部に異動
2001年●同誌編集長に就任

旧名：石井 毅

木村 竹志
NPO法人和歌山野球振興協会・夢クラブ理事長

1961年●和歌山県有田市生まれ
1979年●県立箕島高校で甲子園春・夏優勝
1982年●住友金属野球団で都市対抗野球優勝
1983年●西武ライオンズ入団
1986年●日本シリーズ優勝
1988年●現役引退
2003年●「夢クラブ」設立
2007年●4月「和歌山スポーツアカデミー」開校
　　　　  12月「紀州レンジャーズ」設立

みなかたくまぐすしませいいち
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